
取組名
計画に記載の

取組内容
令和６年度の取組実績

令和６年度
決算見込

令和５年度の取組実績
令和５年度

決算額
担当課

1

・家庭教育啓発冊子の活用

（｢家庭教育ハンドブックすこやか」
等）

・県内の新中学１年生の保護者等（政令市立の学校を除
く）に「家庭教育ハンドブックすこやか」を配付し、食生活
や睡眠を含む基本的生活習慣について啓発した。

902千円

・県内の新中学１年生の保護者等（政令市立の学校を
除く）に「家庭教育ハンドブックすこやか」を配付し、食
生活や睡眠を含む基本的生活習慣について啓発し
た。

708千円 生涯学習課

3
社会教育関係
団体を通じた情
報提供

・啓発冊子等での食育の情報提供
（｢ＰＴＡ活動のためのハンドブッ
ク｣）
・神奈川県PTA協議会、神奈川県
立高等学校PTA連合会等の社会
教育関係団体への食育情報の提
供

・「ＰＴＡ活動のためのハンドブック」を時点修正した。
［通年］
・ハンドブックとその概要版をホームページに掲載した
・神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会の会議等でハンド
ブックを周知した。
・神奈川県ＰＴＡ協議会の会議等でハンドブックを周知し
た。

0

・「ＰＴＡ活動のためのハンドブック」を時点修正した。
・ハンドブックとその概要版をホームページに掲載した
［通年］
・神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会の会議等でハンド
ブックを周知した。
・神奈川県ＰＴＡ協議会の会議等でハンドブックを周知
した。

0 生涯学習課

15
・神奈川県学校給食優良学校等の表彰の実施
・学校給食調理員研修講座の実施（7/25）
・衛生管理会議の開催（7/30）

（再掲）511千円
・神奈川県学校給食優良学校等の表彰の実施
・学校給食調理員研修講座の実施（7/21）
・衛生管理会議の開催（8/1、11/17）

（再掲）480千円 保健体育課

17
幼稚園・保育所
等における食
育支援

・保育所保育指針に基づき、食育
の推進、保育所の特性を生かした
食育
・私設保育施設等を対象とした相
談、アドバイスの実施

・保育所の設置認可時に食育計画の提出を求めており、
児童の食に対する意識醸成のために、園で実施する内
容を確認した。
・私設保育施設等にアドバイザー（栄養士）を派遣個別の
相談に対応、アドバイスを実施した。

52千円

・保育所の設置認可時に食育計画の提出を求めてお
り、児童の食に対する意識醸成のために、園で実施す
る内容を確認した。
・私設保育施設等にアドバイザー（栄養士）を派遣個別
の相談に対応、アドバイスを実施した。

161千円 次世代育成課

22
食生活改善の
普及啓発

・食生活改善講習会等の実施

・生活習慣病予防に効果的とされている野菜料理、食事
を欠食することがないよう手軽に作れる料理、食品ロスを
意識した食材を無駄にしない料理、地域に根ざした食材
の活用等食育推進の観点から地場産物・和食に着目した
料理で、地域及び職域で活用できる各レシピの開発・作
成（計20品目）。（うち野菜レシピ：8品目、お手軽レシピ：4
品目、繰り回しレシピ：4品目、地場産物・和食レシピ4品
目）。
・地域住民を対象に訪問や資料配付等により、開発した
上記レシピを活用しながら食生活改善の普及啓発活動を
実施。

（再掲）390千円

・生活習慣病予防に効果的とされている野菜料理、食
事を欠食することがないよう手軽に作れる料理、食品ロ
スを意識した食材を無駄にしない料理、地域に根ざし
た食材の活用等食育推進の観点から地場産物・和食
に着目した料理で、地域及び職域で活用できる各レシ
ピの開発・作成（計22品目）。（うち野菜レシピ：8品目、
お手軽レシピ：4品目、繰り回しレシピ：6品目、地場産
物・和食レシピ4品目）。
・地域住民を対象に訪問や資料配付等により、開発し
た上記レシピを活用しながら食生活改善の普及啓発活
動を実施。

（再掲）390千円 健康増進課

「第４次神奈川県食育推進計画」県の取組実績　御報告一覧（令和５年度及び令和６年度取組　抜粋）

子どもの生活習
慣改善の支援

学校給食に係
る表彰及び研
修等の実施

・学校給食優良学校の表彰
・学校給食関係者を対象とした研修

会・衛生管理会議等の実施

資料１



31
事業所給食を
通じた情報提
供

・給食を実施している事業所を通じ
て、動画やワークシート等、個人で
も食育に取り組めるよう、非接触型
の方法で食育情報を提供

・県域の全事業所給食施設に対し、各事業所で行う食教
育等の充実を図るため、食育情報を提供するための啓発
物品や媒体等を提供した。
・食教育の取組み支援の必要性の高い施設を対象に、食
育講話や、イベントブースの設置などの従業員への健康
づくりの取組みの企画・実施の支援を行った。

210千円

・県域の全事業所給食施設に対し、各事業所で行う食
教育等の充実を図るため、食育情報を提供するための
啓発物品や媒体等を提供した。
・食教育の取組み支援の必要性の高い施設を対象に、
食育講話や、イベントブースの設置などの従業員への
健康づくりの取組みの企画・実施の支援を行った。

210千円 健康増進課

39
かながわ食育
月間の推進

・市町村、民間と連携して、８月の食育
月間及び食育の日に、家庭での食事
のほか友人や仲間、近隣コミュニティー
などで共に楽しく食事をする「共食」の
普及啓発を図る

かながわ食育月間を周知するポスターを作成し、神奈川・
食育をすすめる会やかながわ食育推進会議構成員、構
成室課に配布
配布部数：278部

再掲83千円
かながわ食育月間を周知するポスターを作成し、市町
村や県機関に配布
配布部数：300部

83千円 健康増進課

43
食品の安全性
に関する情報
提供

・食品の安全性や食品衛生に関す
る啓発資料の配布

「かながわの食品衛生　for KIDS(令和６年度版)」を作成
し、県内の小学６年生に配布した。またリーフレットをホー
ムページに掲載した。
・「かながわの食の安全・安心」のホームページをリニュー
アルし、食品の安全性について楽しく学べる子ども向け
ページを充実させた。

5,134千円

・「かながわの食品衛生　for KIDS(令和５年度版)を作
成し、県内小学校に配布、またリーフレットをホーム
ページに掲載
・食品の安全性に関する子ども向けのホームページ「か
ながわの食品衛生-キッズページ-」にて情報発信

528千円 生活衛生課

44
消費生活に関
する情報提供

・ 消費生活情報紙への食の安全・
安心に関する情報の掲載
・SNS等を通じた食育や食の安全・
安心等の啓発

消費生活相談情報紙「かながわ消費生活　注意・警戒情
報」での普及啓発　2回
・X(旧Twitter）での当課アカウントによる普及啓発　9回

0
消費生活相談情報紙「かながわ消費生活　注意・警戒
情報」での普及啓発　2回
・X(旧Twitter）での当課アカウントによる普及啓発　５回

0 消費生活課

45

食品表示法に
基づく食品表
示に関する情
報提供

・消費者や食品販売事業者等に対
する食品表示のリーフレットの配布

・食品表示セミナーの開催(３回)
【第１回】令和６年10月９日開催
【第２回】令和６年11月14日開催
【第３回】令和７年２月７日開催

・食品の適正表示推進講習会
講義資料をホームページに掲載

70千円

・食品表示セミナーの開催（３回）
【第１回】令和５年８月28日開催
【第２回】令和５年11月22日開催
【第３回】令和６年１月18日開催

・食品の適正表示推進講習会
講習資料をホームページに掲載

35千円 生活衛生課

46
かながわ食の
安全・安心基礎
講座の開催

・県民を対象とした食の安全・安心
に関する講座の開催

・食の安全・安心基礎講座の開催(６回)
【第１回】令和６年７月２日開催
【第２回】令和６年８月６日開催
【第３回】令和６年７月30日、８月２日、８月６日開催
【第４回】令和６年９月18日開催
【第５回】令和６年12月５日開催
【第６回】令和７年１月28日開催

・食の安全・安心ラボの開催(２回)
【第１回】令和６年10月26日、27日開催
【第２回】令和６年11月２日、11月３日開催

62千円

・食の安全・安心基礎講座の開催(６回)
【第１回】 令和５年５月16日開催
【第２回】 令和５年７月21日開催
【第３回】 令和５年７月31日開催
【第４回】 令和５年12月13日開催
【第５回】 令和６年２月６日開催
【第６回】 令和６年２月20日開催

・食の安全・安心ラボの開催（２回）
【第１回】 令和５年10月28日、29日開催
【第２回】 令和５年11月３日、４日開催

９６千円 生活衛生課



47
かながわ食の
安全・安心キャ
ラバンの開催

・県民を対象とした食の安全・安心
に関するリスクコミュニケーション

・食の安全・安心キャラバンの開催(１回)
令和６年７月25日開催

35千円
・食の安全・安心キャラバンの開催（１回）
令和５年10月13日開催

35千円 生活衛生課

・小学校における畜産出前授業の
開催

・小学生を対象とした搾乳体験等 ・小学生を対象とした搾乳体験等 畜産課

56
かながわブラン
ド等の展開

・かながわブランドサポート店での県内
産農水産物ＰＲ強化
・「かながわブランド登録品」の普及啓
発

・かながわブランドサポート店等と連携したフェアを実施し
た。
・かながわブランド登録品を含む県産農林水産物に係る
情報を地産地消ポータルサイト「かなさんの畑」等で発信
した。
・子育て世代をはじめ、幅広い世代を対象に、かながわブ
ランドの普及啓発のための動画作成を行った。

かながわブランド
振興協議会の負

担金額
3,000千円

・かながわブランドサポート店等と連携したフェアを実施
した。
・かながわブランド登録品を含む県産農林水産物に係
る情報を地産地消ポータルサイト「かなさんの畑」等で
発信した。
・子育て世代をはじめ、幅広い世代を対象に、県産農
林水産物の普及啓発のための動画作成を行った。

3,000千円
農政課

ブランドＧ

57
地元水産物の
消費促進

・地域で漁獲される水産物の地域内で
の消費を促進するため、パンフレット
「かながわの魚」による広報、手軽に食
べられる水産加工品の開発

・地域で漁獲される水産物の地域内での消費を促進する
ため、パンフレット「かながわの魚」による広報、県産水産
物を使った手軽に食べられる加工品の開発を行った。

2,450千円

・地域で漁獲される水産物の地域内での消費を促進す
るため、パンフレット「かながわの魚」による広報、県産
水産物を使った手軽に食べられる加工品の開発を行っ
た。

1092千円 水産課

58

畜産交流の実
施と地元畜産
物の知名度向
上

・ かながわトントンまつり等の開催
・かながわ畜産フードコレクション
等の開催

・かながわ畜産物フェア2024の開催
・かながわ畜産の日フードフェス2024の開催
・第33回かながわトントンまつりの開催

492千円
・かながわ畜産物フェア2023の開催
・かながわ畜産の日フードフェス2023の開催
・第32回かながわトントンまつりの開催

658千円 畜産課

59
花と緑のふれあ
いセンターの運
営

・花と緑のふれあいセンターにおけ
る農業講座等の実施

〇農業に親しんでもらうための農業講座（食関係）を９回
実施し、249人が参加した。
〇農業、食にふれあう体験を提供する「気づき体験事業」
において、収穫体験（稲作体験を含む）を73回実施し、
866人が参加した。

花と緑のふれあ
いセンター特定

事業費
計346,045千円

内訳
160,998千円
（維持管理）
185,047千円

（工事費）

〇農業に親しんでもらうための農業講座（食関係）を15
回実施し、290人が参加した。
〇農業、食にふれあう体験を提供する「気づき体験事
業」において、収穫体験を113回実施し、854人が参加
した。

花と緑のふれあ
いセンター特定

事業費　計
265,934千円

内訳
81,109千円
（維持管理）
184,825千円

（工事費）

農政課
調整Ｇ

62
食品ロス削減に
関する普及啓
発

・県の広報誌やホームページによ
り、「てまえどり」「食べきり」「3010運
動」などの食品ロス削減の取組を
紹介
・九都県市で連携し、食品ロスの削
減をテーマにしたリーフレットや動
画を活用した普及啓発の実施
・イベントでの食品ロス削減に向け
た普及啓発の実施
・フードバンク活動への理解や協
力を促進するための普及啓発の実
施

・ホームページ等により、「てまえどり」「食べきり」「3010運
動」などの食品ロス削減の取組を紹介
・コンビニ等と連携した「てまえどり」の推進
・飲食店等と連携した「食べきり」の推進
・九都県市で連携し、食品ロスの削減をテーマにしたリー
フレットを活用し、普及啓発を実施
・イベントでの食品ロス削減に向けた普及啓発を実施
・フードバンク活動について県ホームページにおいて普
及啓発を実施

844千円

・県の広報誌やホームページにより、「てまえどり」「食べ
きり」「3010運動」などの食品ロス削減の取組を紹介
・コンビニ等と連携した「てまえどり」の推進
・県教育機関等と連携した「食べきり」の推進
・九都県市で連携し、食品ロスの削減をテーマにした
リーフレットを活用し、普及啓発を実施
・イベントでの食品ロス削減に向けた普及啓発を実施
・フードバンク活動について県ホームページにおいて
普及啓発を実施

851千円
資源循環推進

課

55
学校給食用牛
乳を通した食育
の理解促進

132千円 305千円



64
食品リサイク
ルに関する普
及啓発

・ホームページにおける食品リ
サイクルへの積極的な取組を
行っている事業者等の事例紹
介
・消費者である県民への食品リ
サイクルへの普及啓発に係る
情報提供
・食品事業者等からの相談対
応の実施

・県ホームぺージで食品リサイクルの状況や食品リサイク
ル法の概要に関する情報提供を行った。

0円
・県ホームぺージで食品リサイクルの状況や食品リサイ
クル法の概要に関する情報提供を行った。

０円
農政課

農業企画Ｇ

65
環境保全型農
業の推進

・環境負荷低減事業活動の認定
・オンラインによる受講申込（e-
KANAGAWA電子申請システム）も
可能な環境保全型農業技術研修
会の実施

・環境保全型農業等の環境負荷低減事業活動を実施す
る計画を認定
・オンラインによる受講申込（e-KANAGAWA電子申請シ
ステム）も可能な環境保全型農業・有機農業技術研修会
を開催予定

1,089千円

・環境保全型農業等の環境負荷低減事業活動を実施
する計画を認定
・オンラインによる受講申込（e-KANAGAWA電子申請
システム）も可能な環境保全型農業・有機農業技術研
修会を、農業者、関係職員を対象に開催

723千円 農業振興課


